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は
国
が
責
任
を
持
っ
て
調
べ
る

べ
き
と
考
え
る
。し
か
し
、基
礎

自
治
体
と
し
て
最
大
限
に
取
り

組
む
た
め
、
放
射
線
量
測
定
器

を
発
注
し
、
専
門
家
の
意
見
も

聞
い
て
、
測
定
方
法
に
つ
い
て

早
急
か
つ
丁
寧
に
検
討
を
進
め

て
い
る
。
時
期
が
来
た
ら
測
定

を
行
い
、デ
ー
タ
を
公
表
す
る
。

議
員　
放
射
性
物
質
に
よ
る
三

鷹
市
の
農
産
物
へ
の
影
響
と
情

報
の
周
知
の
方
策
を
聞
く
。

市
長　
東
京
都
が
市
区
町
村
の

農
産
物
の
放
射
能
検
査
を
行
っ

て
い
る
。
三
鷹
市
産
の
野
菜
の

検
体
は
、
暫
定
基
準
値
を
下
回

っ
た
値
だ
と
報
告
が
あ
っ
た
。

今
後
も
調
査
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
調
査
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
す
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
東
日
本
大

震
災
、
原
発
事
故
被
災
者
支
援

に
つ
い
て

議
員　

福
島
第
一
原
発
事
故

は
、
三
鷹
市
で
も
水
道
水
や
大

気
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

事
故
を
受
け
て
原
子
力
発
電
に

対
す
る
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
根
幹
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で
広
く
国

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
国
全
体

で
議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
。

議
員　
局
地
的
に
高
い
放
射
線

量
に
な
る
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
」
が
三
鷹
市
に
存
在
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

市
長　
現
時
点
で
は
あ
る
と
も

な
い
と
も
言
え
な
い
。

議
員　
放
射
性
物
質
に
対
す
る

市
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め

に
は
、
市
が
放
射
線
量
を
調
べ

て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
市
の
姿
勢
と
し
て
調
べ

る
意
向
は
あ
る
か
。

市
長　
事
故
の
影
響
に
つ
い
て

品
の
買
い
占
め
を
防
止
す
る
た

め
、
各
家
庭
で
日
頃
か
ら
十
分

な
備
蓄
を
行
う
よ
う
市
は
積
極

的
に
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
。

市
長　
各
家
庭
で
の
備
蓄
を
増

や
す
よ
う
広
報
に
努
め
る
。

議
員　
広
報
の
充
実
に
向
け
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
一
層
推
進
す

べ
き
だ
。
①
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運

用
の
今
後
の
展
開
を
聞
く
②
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
携
帯

端
末
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
の
方

向
性
に
つ
い
て
、見
解
を
伺
う
。

市
長　
①
緊
急
時
の
情
報
伝
達

力
の
有
効
性
を
生
か
し
た
い
。

地
域
情
報
化
担
当
部
長　
②
活

用
の
検
討
を
行
い
た
い
。

組
む
よ
う
、
他
市
の
事
例
も
参

考
に
し
て
広
報
を
強
化
せ
よ
。

市
長　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
て
、
適
切
に
情
報

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
災
害
発
生
時
や
計
画
停

電
時
に
備
え
て
、
①
自
宅
で
使

用
中
の
医
療
機
器
停
止
の
対
策

が
必
要
だ
②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

閉
じ
込
め
の
対
策
が
必
要
だ
。

市
長　
①
主
治
医
等
へ
の
相
談

の
奨
励
や
医
師
会
と
連
携
し
た

支
援
を
行
い
た
い
②
対
処
方
法

の
更
な
る
啓
発
に
努
め
た
い
。

議
員　
危
機
管
理
に
お
い
て
は

「
悲
観
的
に
準
備
し
て
楽
観
的

に
行
動
せ
よ
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
非
常
時
に
食
料
品
や
日
用

求
め
な
が
ら
、
計
画
期
間
内
の

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
。

議
員　
老
朽
化
し
た
保
育
園
の

園
舎
は
、
保
育
環
境
の
公
平
化

や
耐
震
対
策
等
の
観
点
か
ら
、

建
て
替
え
を
進
め
る
一
方
で
、

既
存
の
施
設
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
当
面
の
安
全
性
・
快
適
性
等

の
確
保
を
図
る
べ
き
だ
。

市
長　
今
後
も
安
全
性
・
快
適

性
を
最
優
先
し
、
予
算
面
や
運

営
面
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
て

施
設
の
更
新
に
取
り
組
む
。

議
員　
主
に
都
心
に
勤
め
る
市

民
に
と
っ
て
、
常
に
余
裕
を
持

っ
て
子
ど
も
を
迎
え
に
行
け
る

保
育
時
間
の
設
定
が
必
要
だ
。

市
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と

保
護
者
の
満
足
度
は
高
く
、
現

状
で
は
大
幅
な
時
間
延
長
は
必

要
な
い
と
考
え
る
。
保
護
者
へ

の
保
障
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

の
視
点
に
立
っ
た
保
育
の
質
の

向
上
・
充
実
を
進
め
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
内
の
交

通
に
つ
い
て

議
員　
女
性
の
就
業
の
確
保
に

は
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
大

き
な
鍵
と
な
る
。
働
き
盛
り
の

子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
や
在

宅
子
育
て
支
援
等
の
た
め
に
も

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

だ
。
本
市
の
保
育
所
の
待
機
児

童
数
は
本
年
度
197
人
で
極
め
て

深
刻
な
状
況
だ
。
市
は
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計

画
）
に
基
づ
き
定
員
増
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
待
機
児
童

数
は
予
測
を
上
回
っ
て
お
り
、

特
に
０
～
２
歳
児
の
保
育
需
要

が
高
い
。
解
消
策
を
示
せ
。

市
長　
施
設
整
備
の
迅
速
な
推

進
と
、
認
証
保
育
所
や
家
庭
的

保
育
事
業
の
制
度
の
一
層
の
活

用
を
図
り
た
い
。
年
齢
別
定
員

の
割
り
振
り
の
弾
力
化
や
、
国

等
へ
の
子
育
て
環
境
整
備
の
働

き
か
け
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

議
員　
待
機
児
童
解
消
の
目
標

達
成
時
期
は
い
つ
に
な
る
か
。

市
長　
企
業
等
に
よ
る
育
児
休

業
の
適
切
な
保
障
を
国
・
都
に

り
、
上
手
な
活
用
で
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
る
。
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
当
該
制
度
と

商
品
券
事
業
の
連
携
は
可
能
で

あ
り
、
商
店
会
や
事
業
者
組
合

の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
い
。

議
員　
地
域
経
済
活
性
化
の
た

め
に
、
学
校
の
耐
震
化
な
ど
命

を
守
る
公
共
工
事
は
地
元
事
業

者
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
だ
。

第
二
副
市
長　
公
共
事
業
の
減

少
や
過
当
競
争
が
発
生
す
る
実

態
も
考
慮
し
、
引
き
続
き
地
元

に
配
慮
し
て
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
被
災
時
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
務
に
つ
い
て

て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

規
模
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
も
の
で
、
エ
コ
改
修
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
工
事
内
容
に

よ
る
加
算
制
度
も
設
け
る
。
い

ず
れ
も
代
表
的
な
ニ
ー
ズ
に
沿

う
も
の
で
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の

拡
大
に
弾
み
を
付
け
、
雇
用
創

出
や
住
宅
の
質
の
向
上
が
期
待

さ
れ
る
。
市
と
建
設
業
界
や
商

工
会
が
連
携
し
、
当
該
制
度
に

む
ら
さ
き
商
品
券
事
業
を
活
用

し
た
三
鷹
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
制
度

導
入
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
指
摘
の
と
お

公
明
党
　
川
原
　
純
子
　
議
員

市
内
の
放
射
線
量
に
つ
い
て

十
分
な
情
報
提
供
を
検
討
せ
よ

水（
水
道
水
）か
ら
指
標
値
を
超

過
す
る
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
検
出

さ
れ
、
乳
児
の
摂
取
を
控
え
る

旨
の
通
知
を
受
け
た
。そ
の
後
、

安
全
安
心
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
水
質
の
安
全
性
が
確
認

さ
れ
て
以
来
、
情
報
が
発
信
さ

れ
て
い
な
い
。
基
礎
自
治
体
の

責
務
と
し
て
市
の
水
道
水
の
安

全
性
を
適
宜
情
報
発
信
す
る
な

ど
、今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
都
の
水
道
事
業
に
統
合

し
て
以
降
、
水
道
の
監
視
及
び

検
査
・
公
表
は
全
て
都
水
道
局

の
責
任
で
行
わ
れ
て
い
る
。
今

後
も
都
と
連
携
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
広
報
し
て
い
く
。

議
員　
放
射
能
は
命
に
関
わ
る

問
題
だ
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
は
、

単
に
測
定
数
値
を
示
す
だ
け
で

な
く
、
放
射
能
や
測
定
方
法
に

つ
い
て
十
分
な
説
明
を
掲
載
す

べ
き
と
考
え
る
。見
解
を
伺
う
。

第
一
副
市
長　
指
摘
の
点
を
踏

ま
え
、
誤
解
を
生
じ
な
い
適
切

議
員　
本
市
に
お
い
て
も
独
自

の
放
射
線
量
測
定
の
実
施
が
表

明
さ
れ
た
。
東
京
都
が
都
内
100

カ
所
で
実
施
す
る
測
定
と
の
調

整
が
必
要
だ
。
測
定
場
所
や
測

定
頻
度
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

市
長　
東
京
都
と
の
調
整
に
よ

っ
て
測
定
場
所
等
を
検
討
し
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の

情
報
掲
載
を
通
じ
て
市
民
の
不

安
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
３
月
23
日
、
東
京
都
よ

り
、
三
鷹
市
の
水
道
水
の
一
部

を
供
給
す
る
金
町
浄
水
場
の
浄

民
主
党
　
長
島
　
薫
　
議
員

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

長
期
的
視
点
で
取
り
組
め

な
掲
載
に
努
め
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉防
災
に
お
け

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
／
災
害

時
要
援
護
者
の
対
策
に
つ
い
て

民
主
党
　
石
原
　
恒
　
議
員

節
電
教
育
の
充
実
と

危
機
管
理
の
徹
底
を

議
員　
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
夏
季
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
節
電
対
策
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
節
電
の
取

り
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
に

は
、
市
民
へ
の
広
報
と
節
電
教

育
の
充
実
が
大
変
重
要
だ
。
子

ど
も
た
ち
が
関
心
を
持
っ
て
積

極
的
に
節
電
に
取
り
組
む
よ
う

な
施
策
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
児
童
・
生
徒
が
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
等
を
通
じ

て
積
極
的
に
節
電
意
識
の
向
上

を
図
れ
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

議
員　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
率

先
し
て
自
主
的
に
節
電
に
取
り

民
主
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

迫
り
く
る
危
機
に
備
え
て

温
か
み
あ
る
自
治
体
経
営
を

で
の
支
え
合
い
を
強
め
た
い
。

議
員　
地
域
の
中
で
の
孤
立
化

を
防
止
す
る
こ
と
は
、
孤
独
死

や
児
童
虐
待
対
策
だ
け
で
な
く

災
害
対
策
に
も
有
効
で
あ
る
。

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
民
生
・
児
童
委
員
や
ほ

の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
員
に
加
え
、

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

地
域
で
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
地
域
ケ
ア
の
全
市
展

開
に
向
け
て
更
に
市
民
と
の
協

働
を
進
め
る
中
で
、
地
域
で
の

孤
立
化
の
防
止
に
努
め
た
い
。

議
員　
命
に
関
わ
る
課
題
は
無

限
で
あ
る
。
放
置
し
た
ら
地
域

の
中
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
命

を
救
う
た
め
、
市
は
直
面
す
る

課
題
を
解
決
し
、
温
か
み
の
あ

る
自
治
体
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
や
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

と
関
連
付
け
な
が
ら
、
市
民
の

議
員　
労
働
人
口
の
推
移
が
今

後
の
財
政
運
営
に
影
響
す
る
。

労
働
人
口
の
流
出
に
つ
い
て
の

検
証
が
必
要
だ
。見
解
を
伺
う
。

市
長　
市
の
総
人
口
は
増
加
傾

向
だ
が
、
生
産
年
齢
人
口
の
割

合
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
若
い

世
代
が
結
婚
・
出
産
後
も
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て

支
援
や
教
育
施
策
の
更
な
る
充

実
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

議
員　
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事

業
の
推
進
、
自
主
防
災
組
織
率

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
、

住
民
協
議
会
な
ど
の
地
域
組
織

の
連
携
は
地
域
住
民
の
生
命
に

関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
迅
速
な

対
応
が
必
要
だ
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
の

取
り
組
み
の
中
で
、
自
主
防
災

組
織
率
向
上
に
地
域
ケ
ア
や
災

害
時
要
援
護
者
支
援
事
業
の
推

進
を
連
関
さ
せ
な
が
ら
、
地
域

皆
様
の
命
が
尊
ば
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
支
え
合
う
、
ふ
れ
あ
い
と

温
か
み
の
あ
る
取
り
組
み
を
全

力
で
進
め
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

原
子
力
発
電
所
事
故
の

影
響
と
市
の
対
策
を
聞
く

井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド

売
却
の
見
直
し
を
強
く
求
め
る

日
本
共
産
党
　
森
　
　 

徹
　
議
員

却
は
、
災
害
時
の
市
民
の
命
を

危
険
に
さ
ら
し
、
地
域
防
災
計

画
に
逸
脱
す
る
と
も
考
え
る
。

市
民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　
防
災

公
園
事
業
を
効
果
的
に
進
め
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
も
売
却
方
針
は
変
え
な
い
。

時
期
・
方
法
、そ
の
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
。

議
員　
東
日
本
大
震
災
以
降
、

議
員　
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
市
の
中
心
部
西
側
に
位
置

し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
場
所
で

あ
り
、
一
時
避
難
所
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
。
市
は
、
新
川
防

災
公
園（
仮
称
）の
事
業
推
進
の

財
源
を
捻
出
す
る
た
め
に
井
口

特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
売
却
す
る

方
針
を
示
し
た
。
市
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
と
思
う
の
か
。
売

７
月
５
日
に
開
始
し
た
市
内
の

空
間
放
射
線
量
測
定


